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はその結果を解釈しただけであり， 自分にはマルクスやレーニンがもっていたような研





















































































































































110 (240) 第 129巻第3号
れたメモがあるので，その主t要構成部分だけでも抄記しておこう。
第 1章序論一一企業類型論
I 事業所企業ー産業
(1) 事業所(購買・製造・販売)
(2) 企業
(3) 産業
E 事業所レヴェル
(1) 製造企業の経営過涯
購買過程生産過程ー販売過程
(2) 機械体系，装置体系
(3) 単純工場，復合工場
(4) 統合工場』総合工場
V 産業レヴェル
企業レヴェルと産業レヴ=ル
との関連一一
E 構造とは?
(1) 組織・構造・機構の意味
(2) system rJ)科学(技術・理論〉方法
分析と総合
IV 企業レゲzル 主として企業類型論
(1) 生産過程
(2) 単純企業
単一工場企業，複数工場企業
(3) 統合企業
A 繊維企業を例として
B 鉄鋼業を例として
C 多角化企業
担) 購買事業所ー製造事業所一営業所の
関係
官総括
(1) 総括 とくに企業類型を中d'~にして
(2) 企業類型と企業の発展形態
こうして先生は，結局， i現実」そのものをもとにして「独占資本論」を書き」二げると
いう大きな夢を果たされないまま逝ってしまわれた。今となっては，せめて「企業類型
論」なりとも完成させてあげたかったと思うのは私共のグチであろうか。実際，先生は
最後まで病床に本を積まれ，さらに， あれこれの本を私共に取り寄せるよう注文された。
最後のお仕事は結局，以上のように成稿に至らなかったとしても，最後まで新たなお仕
事の完成に向けて情熱を傾ける 4とができたのは，先生の偉大さであったとともに，ま
た，常々「働かざる者は喰うべからず」を終生白毛ットーとLておられた先生にJ二勺て
お幸せであったのではなかったか， 止思うばかりである伺
今，堀江英一先生は，永年の旅荷をようやくおろし，洛北の山麓，霊源寺の墓所にて，
丁度，比叡山と向き合って眠っておられる。生前，ょくされていたように， iフゥー ，
ヤレヤレ」と大きなため息をついておられるかも知れない。そんな先生の墓前に立った
びに，私共はただ，感謝の念と，そして， i先生，本当に永い旅路，お疲れさまでした」
と申し上げる以外に言葉を知らない。
